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 １.目的・概要

 ２.αA（相当隙間面積）について
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　　　　　注意：αAは相当隙間面積とも呼ばれており、風量測定（風速計を用いて算出）に使う
　　　　　　　　「換気口の見付け（見掛け）面積=断面積」とは異なる。

　気密性の高いマンションなどでは換気バランスの偏り（給気不足）によって、ドア開閉が重くなる
などの問題が発生している。換気口メーカーが開示している「圧力損失係数」「圧力損失曲線」
「αA（相当隙間面積）」を使って算出する換気バランスのシミュレーション方法を示す。

①αA（相当隙間面積）は、「住宅の次世代省エネルギー基準と指針」などで算出方法が示されている。

②αA（相当隙間面積）は、「圧力損失係数」や「圧力損失曲線」からも算出方法できる。

注:この情報シートは日建連の基準､規格ではありません



 ３.給気口複合（屋外と室内）性能の算出方法

４.室内外差圧と換気風量の算出について

５.問い合わせ先

株式会社ユニックス　本社営業部　担当：臼田真一

TEL：03-3799-1161

日建連

資　　料

屋外と室内の給気口の複合性能（直列抵抗）は以下の方法から算出できる。

室内外差圧と換気の複合性能は以下から算出できる。

注:この情報シートは日建連の基準､規格ではありません


